








 

 2 分脊椎の病態には様々あるが、その大部分のものは、背面正中部の皮膚所

見からも、容易にその存在が推測される。一方、少数例ではあるが、表在皮膚

にはさしたる異常がなく、椎骨に軽微な Spina bifida occulte がみられるだけ

の Occult spinal dysraphism で、臨床的に重要な意義を持つ症例がある。生後

は症状が殆んど目立ないが、患児の成長と共に、症状が次第に顕著となる。従

って、その初期段階では日常外来で見逃され易く、初期治療の機会を逸するこ

とが多い。そこで、このような Occult Spina1 dysraphism のうち、脊髄終末糸

症候群が疑われた症例を中心にして、その病態及び治療対策について検討を行

った。 


